


�

　計画の役割�
�

　本計画は、玉川村の将来像を定め、目標を達成するための基本的な方針と施策の大綱を示すものです。�

　そのため、各行政分野で策定されるマスタープランや基本計画等については、振興計画を補完し、具体化し

ていくものとして位置づけ、振興計画との緊密な連携と整合を図ります。�

�

　計画の構成と期間�
�

　本計画は、「基本構想」と「基本計画」とで構成されます。�

　さらに、今後、基本計画で示した施策を計画的に実施するために、「実施計画」として具体的な事業を明ら

かにしていきます。�

　玉川村では、平成７年に平成17年度を目標年次とする「第

４次玉川村振興計画」を策定し、『空と緑“新”呼吸するたま

かわ』を基本目標とし、各種施策を展開してきました。�

　この第４次振興計画の期間が終了したことから、新たに、『未

来（あす）へつながる村づくり、“元気な”たまかわ』をキャッ

チフレーズとし、平成18年度を初年度、平成27年度を目標年

度とする「第５次玉川村振興計画」が策定されました。�

基本構想� 基本計画� 実施計画�

長期的展望に立ち、玉
川村の村づくりの基本
方針を示します。�

�

平成18年度を初年度
とし、平成27年度を
目標年度とします。�

基本構想を具現化する
施策を、体系的に示し
ます。�
�
前期基本計画は、平成
18～22年度の５か年。
平成23～27年度の
５か年は、後期基本計
画として改めて策定し
ます。�

基本計画で示した施策
を計画的に実施するた
め、具体的な事業を明
らかにします。�
�
計画期間は３か年とし、
毎年度ローリングして
いくことにより、実効
性の確保に努めます。�

め
ざ
す
村
の
姿�

�

１．  

基
本
理
念�

�

　
玉
川
村
が
未
来
に
わ
た
っ
て
持

続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

住
民
と
行
政
と
が
手
を
携
え
、
と

も
に
支
え
合
う
、
協
働
に
よ
る
村

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
、
自
律

の
村
づ
く
り
」
と
設
定
し
ま
し
た
。�

�

２．  

玉
川
村
の
将
来
像�

�

　
自
ら
が
暮
ら
す
地
域
に
愛
着
を

持
ち
、
住
民
誰
も
が
誇
り
に
思
え

る
村
と
し
て
、
ま
た
、
玉
川
村
の

豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
そ

し
て
福
島
空
港
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
村�

全
体
が
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
、

新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
律

の
村
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い
く
た

め
、
「
未
来
（
あ
す
）
へ
つ
な
が

る
村
づ
く
り
、�
元
気
な
�
た
ま

か
わ
」
と
設
定
し
ま
し
た
。�

�

３．  

基
本
目
標�

�

　
住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
大
切
に
し
、
両
者
が
協
働

し
た
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

村
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、

次
の
５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

諸
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。�

�

①
環
境
に
や
さ
し
く
、
快
適
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り�

�

　
玉
川
村
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

自
然
環
境
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、

暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
土
地
利
用
、

市
街
地
整
備
、
道
路
・
交
通
な
ど

の
生
活
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
快
適
で
安
全
な

村
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
上
下
水

道
、
公
園
、
景
観
、
環
境
対
策
、

災
害
対
策
、
防
犯
対
策
な
ど
、
生

活
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。�

�

②
共
に
支
え
合
い
、
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り�

　
住
み
な
れ
た
玉
川
村
で
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
健
康
づ
く
り
や
高
齢
者
対

策
、
子
育
て
支
援
対
策
、
障
が
い

者
対
策
な
ど
の
健
康
・
福
祉
施
策

を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、

住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
よ
り

地
域
に
根
付
い
た
取
り
組
み
に
高

め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。�

�

③
豊
か
な
人
間
性
、
郷
土
を
愛
す

る
心
を
育
む
村
づ
く
り�

�

　
人
が
自
ら
を
高
め
よ
う
と
す
る

活
動
は
、
地
域
の
発
展
の
原
動
力

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民

誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
伸
ば
し
な
が
ら
、
幅
広
い
知
識

を
身
に
付
け
、
そ
し
て
、
思
い
や

り
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で

い
け
る
よ
う
に
、
学
習
の
場
・
機

会
の
拡
充
や
学
習
内
容
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
歴
史
、
文
化
、

伝
統
の
保
護
・
継
承
を
推
進
し
ま
す
。�

�

④
魅
力
的
で
活
力
に
満
ち
た
村
づ
く
り�

�

　
社
会
経
済
状
況
の
急
激
な
変
化

の
中
で
、
産
業
活
動
が
活
発
な
、

活
力
に
満
ち
た
玉
川
村
と
な
る
よ

う
に
、
空
港
が
立
地
す
る
利
点
や
、�

郷
土
の
自
然
・
伝
統
・
文
化
な
ど

の
地
域
の
資
源
を
複
合
的
に
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
、
産
業
の
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
維
持
や

就
労
の
場
の
確
保
に
向
け
た
支
援

を
推
進
し
ま
す
。�

�

⑤
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で

き
る
村
づ
く
り�

�

　
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
や
地
方

分
権
が
進
む
中
、
活
力
が
あ
り
自

律
し
た
玉
川
村
と
な
る
よ
う
、
住

民
と
と
も
に
考
え
、
手
を
携
え
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

地
方
分
権
や
情
報
化
な
ど
の
時
代

の
流
れ
に
対
応
し
な
が
ら
、
住
民

の
多
様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
行

財
政
運
営
の
合
理
化
に
努
め
ま
す
。�

�

施
策
の
大
綱
と
体
系
図�

�

第
１
　
施
策
の
大
綱�

�

１．  

環
境
に
や
さ
し
く
、
快
適
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り�

�

①
自
然
と
共
生
す
る
環
境
に
や
さ

し
い
村
の
実
現�

�

　
本
村
に
は
、
緑
や
水
が
織
り
成�

す
美
し
い
自
然
景
観
が
数
多
く
存

在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な

財
産
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち

の
責
務
で
す
。�

　
住
民
と
行
政
と
が
協
力
し
て
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
、
環

境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
へ
の

形
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
環
境

教
育
や
自
然
体
験
学
習
な
ど
自
然

環
境
の
保
全
と
活
用
に
努
め
ま
す
。�

�

②
美
し
く
住
み
良
い
村
づ
く
り�

�

　
美
し
い
景
観
を
守
り
、
か
つ
機

能
的
な
村
を
形
成
し
て
い
く
こ
と

は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
地
域

へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。�

　
自
然
条
件
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

適
合
す
る
土
地
利
用
を
は
じ
め
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
潤
い
を
与

え
る
景
観
の
保
全
や
形
成
な
ど
、

美
し
く
住
み
良
い
村
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。�

�

③
快
適
性
や
利
便
性
の
向
上�

�

　
福
島
県
の
空
の
玄
関
口
と
し
て

の
役
割
を
担
う
本
村
の
特
性
に
合

っ
た
道
路
網
・
交
通
体
系
の
整
備�

　
第
５
次
玉
川
村
振
興
計
画
の
基

本
構
想
は
、「
め
ざ
す
村
の
姿
」

と
「
施
策
の
大
綱
と
体
系
図
」
の

２
つ
か
ら
成
り
ま
す
。�

基
本
構
想�

第
５
次
玉
川
村
振
興
計
画�



や
、
本
村
に
適
合
し
た
情
報
通
信

網
の
基
盤
づ
く
り
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
快
適
な
生
活
を
支
え
る

上
下
水
道
の
整
備
や
生
活
環
境
の

向
上
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。�

�

④
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り�

�

　
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
穏
や
か
な
地
域
社
会
を
維
持
・

形
成
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
住
民

と
共
に
防
災
体
制
、
消
防
・
救
急

体
制
、
防
犯
対
策
、
交
通
安
全
対

策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

�

２．  

共
に
支
え
合
い
、
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り�

�

①
個
人
を
尊
重
し
、
共
に
支
え
あ

う
福
祉
社
会
の
実
現�

�

　
住
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
立

し
、
安
心
し
て
本
村
で
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
等
が
、
社
会
に
お

い
て
生
き
が
い
を
持
ち
、
活
躍
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
や
、

子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
に

幸
せ
や
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
村
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。�

②
社
会
保
障
制
度
の
的
確
な
運
営�

�

　
介
護
保
険
制
度
や
国
民
健
康
保

険
制
度
、
老
人
医
療
制
度
、
国
民

年
金
制
度
は
み
ん
な
で
支
え
て
い

く
制
度
で
あ
る
た
め
、
制
度
の
趣

旨
の
普
及
を
図
り
、
住
民
の
理
解

と
協
力
の
も
と
に
健
全
な
運
営
に

努
め
ま
す
。�

�

③
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
生
活

を
支
援
す
る
保
健
・
医
療
の
充
実�

�

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
住
民

の
健
康
づ
く
り
は
重
要
な
課
題
で

す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
介
護

予
防
な
ど
は
、
食
生
活
や
運
動
習

慣
な
ど
日
頃
か
ら
の
心
が
け
が
大

切
で
あ
り
、
ま
た
、
疾
病
に
は
早

期
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
住
民
が
元
気
で
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
保
健
・
福
祉
・

医
療
分
野
が
連
携
し
な
が
ら
、
食

生
活
や
運
動
等
に
配
慮
し
た
健
康

づ
く
り
や
地
域
医
療
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。�

�

３．  

豊
か
な
人
間
性
、
郷
土
を

愛
す
る
心
を
育
む
村
づ
く
り�

�

①
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援

す
る
学
習
環
境
の
整
備�

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
、

個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
、
心
身
と

も
健
や
か
に
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
地
域
の
協
力
の
も
と
、
地

域
に
根
ざ
し
た
幼
稚
園
や
小
・
中

学
校
の
学
校
運
営
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
家
庭
や
地
域
の
発
育
力

を
高
め
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の

連
携
を
深
め
ま
す
。�

�

②
誰
も
が
学
べ
る
学
習
・
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進�

�

　
様
々
な
関
心
、
興
味
、
学
習
意

欲
を
持
つ
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
生
涯
学
習
・
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
進
展
に
努
め
る
と
と

も
に
、
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
と

の
連
携
な
ど
を
強
め
、
住
民
の
や

る
気
の
醸
成
、
自
主
的
な
取
り
組

み
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

�

③
地
域
活
動
や
地
域
文
化
の
振
興�

�

　
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
と
と
も
に
、
住
民
の
自
主
性
・

主
体
性
が
培
わ
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
各
種

活
動
の
育
成
・
支
援
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
本
村
の
歴
史
・
文
化
・
伝

統
を
後
世
に
残
し
、
活
用
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
保
存
活
動
や
伝
承�

活
動
等
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。�

�

４．  

魅
力
的
で
活
力
に
満
ち

た
村
づ
く
り�

�

①
産
業
の
振
興�

�

　
地
域
経
済
の
活
性
化
や
本
村
の

持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い
く

た
め
に
、
農
林
業
、
商
業
、
工
業

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

特
性
を
活
か
し
た
新
し
い
産
業
の

創
出
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
日
常
生
活
に
お
け

る
経
済
的
な
安
定
や
消
費
生
活
の

向
上
を
図
る
た
め
、
雇
用
対
策
や

消
費
生
活
対
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。�

�

②
村
の
魅
力
づ
く
り�

�

　
こ
れ
ま
で
の
行
政
間
レ
ベ
ル
の

交
流
だ
け
で
な
く
、
住
民
や
事
業

者
同
士
な
ど
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交

流
が
拡
充
す
る
よ
う
に
施
策
を
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
や
事
業

者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
豊
か

な
自
然
、
美
し
い
景
観
、
歴
史
、

文
化
、
伝
統
な
ど
の
地
域
特
性
を

活
か
し
た
観
光
の
振
興
を
図
り
ま
す
。�

�
５．  

時
代
の
変
化
に
的
確
に

対
応
で
き
る
村
づ
く
り�

①
住
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

村
づ
く
り�

�

　
住
民
と
行
政
と
が
共
に
協
力
し

合
い
、
連
携
・
補
完
し
合
っ
て
村

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
住
民
と
行
政
相
互
の
信
頼
関

係
を
深
め
る
と
と
も
に
、
住
民
の

創
造
性
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
や
意
見

を
村
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
け
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
普
及
や
国
際
化
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

�

②
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
行
財

政
改
革
の
推
進�

�

　
自
律
し
た
活
力
あ
る
自
治
体
と

し
て
、
効
率
的
、
効
果
的
に
行
政

運
営
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
行

政
運
営
体
制
の
継
続
的
な
見
直
し

及
び
改
革
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
財
政
面
に
お
い
て
も

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
計
画
の

も
と
、
歳
出
の
抑
制
・
合
理
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
財
源

確
保
に
努
め
、
健
全
な
財
政
運
営

と
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確
立
を

図
り
ま
す
。�

�
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電
柱
な
ど
に
貼
ら
れ
て
い
る
ピ

ン
ク
ビ
ラ
な
ど
、
有
害
ビ
ラ
の
除

去
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な

る
「
ピ
ン
ク
ビ
ラ
等
除
却
活
動
指

定
証
」
が
６
月
７
日
、
役
場
職
員

な
ど
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
交
付
を
受
け
た
の
は
、
役

場
の
係
長
以
上
の
職
員
36
人
と
、

消
防
団
の
幹
部
団
員
16
人
。
役
場

で
行
わ
れ
た
交
付
式
で
、
飯
塚
康

治
石
川
警
察
署
長
か
ら
草
野
総
務

課
長
と
阿
部
消
防
団
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。�

　
指
定
証
の
交
付
を
受
け
た
職
員

と
消
防
団
員
ら
は
、
さ
っ
そ
く
12

日
の
夕
方
に
除
去
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
国
道
１
１
８
号
線
沿
線
と

県
道
矢
吹
・
小
野
線
沿
線
を
中
心

に
、
ス
プ
レ
ー
と
ヘ
ラ
な
ど
を
使

い
、
電
柱
に
貼
ら
れ
た
ビ
ラ
を
一

枚
一
枚
は
が
し
て
歩
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
当
日
は
石
川
地
区
少
年

補
導
員
の
方
々
も
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。�

����

　
中
学
校
体
育
大
会
県
南
総
合
大

会
が
、
６
月
７
日
、
８
日
、
14
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

柔
道
と
卓
球
の
競
技
で
泉
中
学
校

の
生
徒
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。�

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

��

《
卓
球
女
子
ダ
ブ
ル
ス
》�

▽
２
位=

白
旗
愛
美
・
関
根
聡
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泉
３
年
）�

《
柔
道
女
子
》�

■
団
　
体�

▽
１
位=

泉
中
学
校�

■
個
人
48
㎏
級�

▽
１
位=

佐
藤
秀
美
（
泉
３
年
）�

■
個
人
57
㎏
級�

▽
１
位=

大
竹
さ
く
ら
（
泉
３
年
）�

■
個
人
70
㎏
級�

▽
１
位=

鈴
木
里
奈
（
泉
１
年
）�

▽
２
位=

根
本
莉
子
（
泉
３
年
）�

▽
３
位=

渡
辺
優
子
（
泉
２
年
）�

����������������

　
玉
川
山
野
草
会
の
主
催
に
よ
る

山
野
草
展
が
、
６
月
24
日
か
ら
25

日
に
か
け
て
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

約
２
０
０
点
の
山
野
草
が
展
示
さ

れ
、
優
秀
な
作
品
に
は
村
長
賞
な

ど
の
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
主
な
賞
と
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。�

�

■
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
の
部�

▽
村
長
賞=

溝
井
か
よ
子�

▽
会
長
賞=

双
里
　
ト
ク�

▽
議
長
賞=

福
田
　
瑞
夫�

■
一
般
山
野
草
の
部�

▽
会
長
賞=

添
田
　
ナ
ツ�

▽
金
　
賞=

長
倉
　
弘
子�

■
競
技
花
の
部�

▽
村
長
賞=

奥
野
　
四
郎�

▽
会
長
賞=

大
越
　
一
二�

▽
金
　
賞=

車
田
　
久
七�

　自営業で所得の少ない方、失業などされた方は

保険料の全額が免除される「全額免除」と、一部

の保険料が免除になる「一部免除」の申請ができ

ます。�

　役場の国民年金窓口に申請し、社会保険事務所

で前年の所得などを審査して承認されると、その

期間の保険料の全額、または一部が免除されます。

一部が免除されると、免除された残りの額は納め

ていただくことになります。�

　失業、倒産、事業の廃止、天災などにあった方

は特例の取り扱いがされます。�

30歳未満の方に限り利用できます�
　�

　就職が困難、あるいは失業などで収入

が少なく、保険料の納付が困難な30歳

未満の方は、役場国民年金窓口に申請し、

社会保険事務所で承認を受けると、その

間の保険料が猶予されます。�

　保険料免除制度と違い、「世帯主」の

所得の審査を必要としない制度で、その

ため審査基準が緩やかになっています。�

継続申請について�
�
　保険料の免除を受けるためには、毎年申請
書の提出が必要ですが、全額免除と若年者納
付猶予に限り、引き続き免除を希望される場
合は、毎年の申請は不要です。(ただし、退
職や被災を理由に承認された場合は対象とな
りません。)�
�
　問い合わせ　役場住民税務課�
　　　　　　　　５７－４６２４�

年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。�
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。�

社会保険事務所出張相談日程表�

場所�

月�

8月� 17日（木）�
10日（木）�
24日（木）�

10：00～　�
15：00

石川町勤労青少年�
ホーム会議室�

須賀川市体育館�
会議室�

開催時間�

●免除となる所得のめやす�
　(免除申請者本人、申請者の配偶者、世帯主の３名の方全員が�
　 基準に該当することが要件です)

※「４人世帯」、「２人世帯」のご夫婦は、夫または妻のどちらかのみに所
得がある世帯の場合、「４人世帯」のお子さんは16歳未満の場合のめや
すです。�
※３／４免除及び１／４免除は、今年の７月からです。�
※( )は給与所得者の収入ベースのめやすです。    

●納付猶予となる所得のめやす�
　(申請者本人、申請者の配偶者が基準に�
　　　　　　　　　　　　該当することが要件です)

※「４人世帯」、「２人世帯」のご夫婦は、夫又は妻のどちら
かのみに所得がある世帯の場合、「４人世帯」のお子さん
は16歳未満の場合のめやすです。�
※( )は給与所得者の収入ベースのめやすです。 

世帯構成�

単身世帯�

４人世帯�
〈夫婦、子２人〉�（257万円）�

（157万円）�

（122万円）�

162万円�

92万円�

57万円�

（354万円）�

（229万円）�

（158万円）�

230万円�

142万円�

93万円�

（420万円）�

（304万円）�

（227万円）�

282万円�

195万円�

141万円�

（486万円）�

（376万円）�

（296万円）�

335万円�

247万円�

189万円�

２人世帯�
〈夫婦のみ〉�

全額免除�
一　部　免　除�

3/4免除� 半額免除� 1/4免除�
扶養人数�

（257万円）�

（157万円）�

（122万円）�

162万円�

92万円�

57万円�単身世帯�

４人世帯�
〈夫婦、子２人〉�

２人世帯�
〈夫婦のみ〉�

所　得�

承認期間は毎年７月から翌年６月までです� 承認期間は毎年７月から翌年６月までです�

ピ
ン
ク
ビ
ラ
等
の�

　
有
害
ビ
ラ
を
一
掃�

村
職
員
ら
が
除
去
活
動�

柔
道
と
卓
球
で
大
活
躍�

中
体
連
県
南
大
会
で
泉
中
生�

華
麗
な
山
野
草
を
展
示�

山
野
草
展
開
催�

お盆時期のし尿汲み取りについて�
�
　し尿の汲み取りは、８月12、13日は
土曜日、日曜日のため、また14日から
16日はお盆のため休みとなります。�
　お盆前に汲み取りを希望される方は、
お早めにお申し込みください。�

　住民税務課�
　　５７－４６２４�

吉区長に大和田さん�
�
　吉区の須釜富美夫前区長が
健康上の理由で退任されたこ
とに伴い、前副区長の大和田
俊寛さんが区長に就任しまし
た。�
　また、副区長には塩澤良清
さんが就任しました。�

�

吉区長の�
大和田俊寛さん�



　
こ
の
ほ
ど
、
高
齢
者
交
通
安
全
指
導
隊

に
よ
る
高
齢
者
宅
訪
問
活
動
が
行
わ
れ
、

隊
員
ら
が
、
お
も
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。�

　
高
齢
者
交
通
安
全
指
導
隊
は
、
石
川
警

察
署
長
、
各
町
村
長
、
石
川
地
区
交
通
安

全
協
会
長
の
３
者
に
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
玉

川
村
で
は
現
在
７
名
の
方
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
毎
月
高
齢
者
宅
を
訪
問

し
、
高
齢
者
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。�

　
６
月
25
日
に
県
消
防
協
会
石
川
支
部
幹

部
大
会
が
石
川
町
で
開
催
さ
れ
、
優
良
団

員
な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

▼
優
良
分
団
＝
北
須
釜
分
団�

▼
優
良
消
防
団
員
＝
野
崎
智
之
　
曲
山
孝

幸
　
須
藤
晃
　
小
針
竜
哉
　
石
森
吉
男
　

佐
藤
健
一
　
阿
部
秀
幸
　
鈴
木
政
義
　
大

和
田
寿
美
夫
　
石
森
健
一
　
石
井
正
光�

▼
永
年
勤
続
消
防
団
員
＝
真
弓
誠
　
渡
辺

一
房
　
大
和
田
寿
美
夫�

　平成18年度の玉川村防犯協会の総会が６月12日、

たまかわ文化体育館のクラブハウスで開催され、平成

17年度の事業報告、並びに平成18年度の事業計画な

どについて話し合われました。�

　また、今回は役員の改選も行われ、今までの境田孝

意会長に代わって、車田次夫村長が新しく会長に選任

されました。�

　第28回石川地区交通安全子供自転車大会が、６月

７日に古殿町の田口小学校で開催され、本村から出場

した玉川第一小学校が３位に入賞しました。�

　大会には、石川地方の各町村から10チームが出場。

学科テストと、８の字走行やジグザグ走行などを行う

技能走行テストを行い、交通安全の知識と技能を競い

ました。�

交通安全を呼びかける隊員ら�交通安全を呼びかける隊員ら�

　
７
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
て
泉
、
須

釜
中
学
校
の
生
徒
が
村
内
の
商
店
な
ど
に

出
向
き
、
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。�

　
通
常
各
学
校
で
実
施
し
て
い
る
職
場
体

験
学
習
と
は
別
に
、
今
回
は
県
教
育
委
員

会
の
主
催
、
村
教
育
委
員
会
の
共
催
、
村

商
工
会
の
後
援
に
よ
り
、
玉
川
村
が
モ
デ

ル
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
「
中
高
生
の
た
め

の
体
験
活
動
推
進
事
業
」
に
よ
る
も
の
で
、

23
名
の
生
徒
が
ひ
と
足
早
く
職
場
で
の
仕

事
を
体
験
し
ま
し
た
。�

　平成18年度の市町村教育委員会連絡協議会石川支
会の総会が、６月30日にマーヴェラス末広で開催さ
れました。�
　総会には、石川管内の教育委員会から約30人が出
席し、事業計画などについて話し合いました。また、
総会終了後には、県中教育事務所の佐藤所長による「教
育行政上の諸問題」と題した講演も行われました。�

　玉川村ゲートボール協会(石井庄八会長)主催の第17
回玉川村長杯ゲートボール大会が、７月10日にすぱ
ーく玉川で開催され、岩法寺チームが優勝しました。�
　大会には、村内から17チームが参加しました。�
　結果は次のとおりです。�
　優　勝＝岩法寺�
　準優勝＝中Ｃ�
　３　位＝中Ａ・川辺Ａ�

　
本
村
川
辺
の
新
国
剛
男
さ
ん
の
木
版
画

展
が
、
７
月
２
日
か
ら
11
日
ま
で
福
島
空

港
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
新
国
さ
ん
の
空
港
で
の
展
示
会
は
、
今

回
で
２
回
目
。
今
回
は
、
前
回
の
展
示
会

以
降
に
制
作
さ
れ
た
、
鶴
ケ
城
や
白
川
郷

の
風
景
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
25

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
今
年

の
１
月
に
旅
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
風
景
を
題

材
に
し
た
も
の
も
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の

目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。�



玉
川
夏
祭
り
に
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
！�

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
玉
川
夏
祭

り
が
、
今
年
も
次
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
す
。�

▼
開
催
日
時�

　
８
月
13
日（
日
）
　�

　
午
後
０
時
30
分
か
ら�

▼
開
催
場
所�

総
合
運
動
公
園
・
ス
カ
イ
パ
ー

ク
た
ま
か
わ
（
文
化
体
育
館
周

辺
）�

▼
花
火
大
会�

　
午
後
８
時
よ
り
会
場
内
で
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
、

花
火
大
会
が
20
回
目
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
記
念
大
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
年
も
村
民
の
方
々

を
対
象
と
し
た
花
火
の
打
ち
上

げ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
新
盆

の
供
養
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念

と
し
て
花
火
を
打
ち
上
げ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
玉
川
夏
祭
り
実
行
委
員
会�

　
（
玉
川
村
商
工
会
）�

　
57
―
２
２
５
０�

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
の�

ご
案
内
　�

�

　
福
島
県
立
郡
山
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
企
業
で
働
い
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
就
職
を
希
望
す
る
方
を

対
象
と
し
た
技
術
講
習
会
（
テ
ク

ノ
セ
ミ
ナ
ー
）
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。�

▼
セ
ミ
ナ
ー
名
・
実
施
予
定
日�

◇
第
一
種
電
気
工
事
士
実
践
技
能�

　
〈
筆
記
免
除
者
〉�

　
９
月
11
〜
12
日�

（
申
込
期
限
　
８
月
28
日
）�

◇
第
一
種
電
気
工
事
士
実
践
知
識�

　
９
月
13
〜
15
日�

（
申
込
期
限
　
８
月
30
日
）�

◇
半
自
動
溶
接
実
践
技
能�

　
10
月
３
〜
４
日�

（
申
込
期
限
　
９
月
19
日
）�

◇
ア
ー
ク
溶
接
実
践
基
礎
技
能�

　
11
月
７
〜
９
日�

（
申
込
期
限
　
10
月
24
日
）�

◇
第
一
種
電
気
工
事
士
実
践
技
能�

　
11
月
21
〜
22
日�

（
申
込
期
限
　
11
月
７
日
）�

◇
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
実
践
知
識�

　
12
月
19
〜
20
日�

（
申
込
期
限
　
12
月
５
日
）�

◇
配
管
実
践
技
能
Ⅰ�

　
１
月
23
〜
24
日�

（
申
込
期
限
　
１
月
９
日
）�

◇
配
管
実
践
技
能
Ⅱ�

　
１
月
23
〜
24
日�

（
申
込
期
限
　
１
月
９
日
）�

◇
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
基
礎�

　
２
月
６
〜
８
日�

（
申
込
期
限
　
１
月
23
日
）�

▼
受
講
申
込
・
問
い
合
わ
せ�

福
島
県
立
郡
山
高
等
技
術
専
門

校
（
テ
ク
ニ
カ
レ
ッ
ジ
郡
山
）�

　
０
２
４
―
９
４
４
―
１
６
６
３�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　
　http://w

w
w
.tck.ac.jp/�

�

福
島
県
統
計
グ
ラ
フ�

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集�

　
福
島
県
で
は
、
統
計
に
つ
い
て

興
味
と
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
第
56
回
福
島
県
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。�

▼
募
集
作
品�

　
観
察
記
録
や
既
存
の
デ
ー
タ
な

ど
を
、
手
描
き
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン

で
グ
ラ
フ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー�

　
◇
テ
ー
マ
　
自
由�

　
◇
大
き
さ
　�

　
　
72
・
８
㎝
×
51
・
５
㎝�

　
　
（
Ｂ
２
判
）�

▼
応
募
資
格
　
小
学
生
以
上�

▼
募
集
期
限
　
９
月
５
日（
火
）�

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ�

　
県
庁
統
計
企
画
グ
ル
ー
プ�

　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
４
３�

　 熱中症の種類�
○熱失神�

　血圧が低下し、脳血流が減少して起こるもので、めま
い、失神などがみられます。顔面蒼白となって、脈は早
く・弱くなります。�

○熱疲労�

　脱水による症状で、脱力感、けん怠感、めまい、頭痛、
吐き気などがみられます。�

○熱けいれん�

　大量に汗をかいたときに水だけしか補給しなかったた
め、血液の塩分濃度が低下して、足、腕、腹部の筋肉に
痛みをともなったけいれんがみられます。�

○熱射病�

　体温の上昇によって中枢神経に異常をきたした状態。
意識障害が起こり、死亡率が高いです。�

熱中症を防ぐには　～熱中症を防ぐ８か条～�
１．知って防ごう熱中症�

２．暑いとき、無理な運動は事故のもと�

３．急な暑さは要注意�

４．失った水と塩分を取り戻そう�

５．体重で知ろう健康と汗の量�

６．薄着ルックでさわやかに�

７．体調不良は事故のもと�

８．あわてるな、されど急ごう救
　　急処置�

�

　熱中症とは、体の中と外の“あつさ”によって引き起こされる様々な体の不調です。軽い症状か

ら重い症状へと進行することもありますが、きわめて短時間で急速に重症となることもあります。�

　熱中症は身近なところで起きています。十分にその危険性を認識しておくことが大切です。�

　
今
年
の
４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変

わ
り
ま
し
た
。�

　
今
回
の
改
正
の
特
徴
は
、
「
介
護
予
防
」

「
自
立
支
援
」
の
強
化
で
す
。
「
介
護
予

防
」
と
は
、
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
た
と
え
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
悪
化
し
な

い
よ
う
に
す
る
取
組
み
で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
は
、
要
介
護
認
定
の
非
該
当

の
方
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
制
度
の
中

で
は
特
に
取
組
み
は
な
さ
れ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
非
該
当

の
方
、
元
気
な
方
も
対
象
と
し
た
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
玉
川
村
で
は
次
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。�

�

生
活
機
能
低
下
に
よ
り
介
護
認
定
に

な
る
危
険
性
の
高
い
人（
特
定
高
齢
者
）

に
は
、�

◇
転
倒
骨
折
予
防
教
室�

◇
栄
養
教
室�

◇
口
腔
ケ
ア
教
室�

�

元
気
な
高
齢
者（
一
般
高
齢
者
）に
は
、�

◇
認
知
症
予
防
教
室�

◇
各
種
健
康
教
室�

　
最
近
、
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
・
・
ど
こ
か
へ
出
か
け
る
の
が
お
っ

く
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
家
の
中
に
ば
か

り
い
る
・
・
ち
ょ
っ
と
物
忘
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
て
き
た
・
・
。
そ
ん
な
こ
と
に
心
当

た
り
の
あ
る
方
、
そ
れ
ら
を
心
配
し
て
い

る
家
族
の
方
は
、
『
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
　
57
―

４
６
２
０
』
か
『
保
健
セ
ン

タ
ー
　
37
―

１
０
２
４
』
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
そ
の
方
に
あ
っ
た
介
護
予
防
事

業
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
中
の
一
環
と

し
て
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
の
講
演
会

を
次
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
認
知
症

予
防
に
関
心
の
あ
る
方
で
し
た
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。�

�

▼
日
　
時�

　
８
月
３
日（
木
）�

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時�

▼
場
　
所�

　
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス�

▼
講
　
師�

　
太
田
西
ノ
内
病
院
精
神
科
部
長�

　
（
老
人
性
認
知
症
疾
患
セ
ン
タ
ー
長
）�

　
渡
辺
実
医
師�



　下記の方々から社会福祉活動資金として寄付
をいただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

北 須 釜 �

　 吉 　 �

山 小 屋 �

塩 澤 　 善 勝 �

鈴 木 　 幸 夫 �

石 森 　 栄 男 �

さん�

さん�

さん�

北須釜�

　吉　�

山小屋�

塩 澤 　 一 郎 �

鈴 木 　 イ ノ �

石 森 　 定 吉 �

善勝�

幸夫�

栄男�

川　辺�

蒜　生�

　中　�

　〃　�

南須釜�

矢 部 　 瑞 玖 �

野 口 真 由 子 �

萩 野 　 　 葵 �

渡 邉 　 　 匠 �

木 戸 　 玖 遠 �

一之�

庄蔵�

裕樹�

渡�

正康�

　　　  みず　  き�

  ま　　 ゆ　　 こ�

　　　　　　あおい�

　　　　　　たくみ�

　　　　く  お  ん�

�

台
風
に
よ
る
災
害
に�

　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う�

　
今
年
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。�

　
台
風
の
災
害
に
は
、
暴
風
に
よ

る
歩
行
者
の
転
倒
や
家
屋
の
損
壊

な
ど
の
ほ
か
、
大
雨
に
よ
る
河
川

の
氾
濫
、
土
砂
崩
れ
、
家
屋
へ
の

浸
水
及
び
道
路
の
冠
水
な
ど
が
あ

り
ま
す
。�

　
台
風
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら

す
た
め
、
日
頃
か
ら
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う�

◇
避
難
場
所
と
避
難
経
路
の
確

認
を
し
て
お
く�

◇
非
常
持
ち
出
し
用
荷
物
の
点

検
を
し
て
お
く�

◇
地
域
の
防
災
訓
練
や
講
習
会

に
は
積
極
的
に
参
加
す
る�

▼
気
象
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う�

◇
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ

り
、
最
新
の
天
気
予
報
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
お
く�

▼
危
険
を
感
じ
た
ら
速
や
か
に
避

難
し
ま
し
ょ
う�

◇
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
に
従

っ
て
速
や
か
に
避
難
す
る�

◇
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
大
雨

が
降
っ
て
い
た
り
、
浸
水
し�

て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

慎
重
に
行
動
す
る
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
総
務
課�

　
　
57
―
４
６
２
１�

　
石
川
警
察
署�

　
　
26
―
２
１
９
１�

�

海
上
保
安
大
学
校
・�

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集�

　
人
事
院
及
び
海
上
保
安
庁
で
は
、

平
成
19
年
４
月
に
海
上
保
安
大
学

校
、
海
上
保
安
学
校
に
入
学
す
る

学
生
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
受
験
資
格�

　
海
上
保
安
大
学
校
は
昭
和
61

年
４
月
２
日
以
降
、
海
上
保
安

学
校
は
昭
和
58
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
も
の
で
、�

①
高
校
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た

は
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者�

②
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

者
、
ま
た
は
平
成
19
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者�

③
そ
の
他�

▼
海
上
保
安
大
学
校�

◇
採
用
予
定
数
　
約
45
名�

◇
申
込
受
付
期
間�

　
○
郵
　
送�

　
　
８
月
24
日
か
ら
９
月
５
日�

　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
　
８
月
24
日
か
ら
30
日�

▼
海
上
保
安
学
校�

◇
採
用
予
定
数�

○
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
＝

約
70
名�

○
航
空
課
程
＝
約
10
名�

○
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
＝
約
40
名�

○
海
洋
科
学
課
程
＝
約
10
名�

◇
申
込
受
付
期
間�

　
○
郵
　
送�

　
　
７
月
18
日
か
ら
８
月
１
日�

　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
　
７
月
18
日
か
ら
25
日�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
海
上
保
安
部
管
理
課�

　
　
０
２
４
６
―
53
―
７
１
１
２�

�

自
衛
官
等
募
集�

　
次
に
よ
り
、
自
衛
官
・
学
生
を

募
集
し
ま
す
。�

▼
防
衛
大
学
校
学
生�

◇
受
験
資
格�

　
高
校
卒（
見
込
み
含
む
）21
歳
未
満�

◇
受
付
期
間�

　
○
推
薦
　
９
月
５
日
か
ら
７
日�

　
○
一
般
　
９
月
８
日
か
ら
29
日�

▼
防
衛
医
科
大
学
校
学
生�

◇
受
験
資
格�

　
高
校
卒（
見
込
み
含
む
）21
歳
未
満�

◇
受
付
期
間�

　
９
月
８
日
か
ら
29
日�

▼
航
空
学
生�

◇
受
験
資
格�

　
高
校
卒（
見
込
み
含
む
）21
歳
未
満�

◇
受
付
期
間�

　
８
月
１
日
か
ら
９
月
８
日�

▼
一
般
曹
候
補
学
生�

◇
受
験
資
格�

　
18
歳
以
上
24
歳
未
満�

◇
受
付
期
間�

　
８
月
１
日
か
ら
９
月
８
日�

▼
曹
候
補
士�

◇
受
験
資
格�

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満�

◇
受
付
期
間�

　
８
月
１
日
か
ら
９
月
８
日�

▼
２
等
陸
・
海
・
空
士�

◇
受
験
資
格�

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満�

◇
受
付
期
間�

　
８
月
１
日
か
ら
９
月
８
日�

▼
看
護
学
生�

◇
受
験
資
格�

　
高
校
卒（
見
込
み
含
む
）24
歳
未
満�

◇
受
付
期
間�

　
９
月
８
日
か
ら
29
日�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
白
河
募
集
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―
24
―
０
３
７
２�

　
役
場
総
務
課�

　
　
57
―
４
６
２
１�

黙
々
と
土
に
生
き
来
た
一
生
を
割
り
に
合
わ
ぬ
と
捨
て
ら
れ
も
せ
ず�

�

友
禅
の
衣
の
如
し
姫
沼
の
水
に
う
つ
れ
る
紅
葉
の
か
げ�

�

吊
り
雛
の
春
を
先
取
る
旅
の
宿
逆
巻
く
波
は
未
だ
冬
色�

�

潔
く
飛
沫
に
乗
り
て
舞
い
落
ち
る
落
葉
か
が
よ
う
浄
蓮
の
滝�

�

朝
霧
の
ベ
ー
ル
を
分
け
て
種
蒔
き
の
畑
に
出
れ
ば
う
ぐ
い
す
の
声�

�

雪
解
け
水
川
に
満
ち
つ
つ
流
れ
ゆ
く
希
望
に
燃
え
て
巣
立
つ
孫
達�

�

蕗
の
薹
摘
む
手
に
触
れ
る
片
栗
の
つ
ぼ
み
き
ら
ら
な
露
零
し
お
り�

�

川
崎
　
雄
子�

�

小
針
　
登
里�
�

小
針
　
愛
子�

�

小
針
み
ね
子�

�

真
弓
　
は
ん�

�

吉
田
　
英
祐�

�

吉
田
ハ
ツ
子�

片
言
の
ご
と
く
薔
薇
散
る
し
じ
ま
か
な�

綾

色

に

織

り

な

す

雨

の

菖

蒲

苑

�

炎

天

や
棟

上

げ
餅
の
待

た

れ

を

り�

藺

草
の
香

家
に
た

だ

よ

う

畳

替
え�

紫

蘇
の
香

や

母
の
自

慢
の
握

り

飯

�

夜

蛙

や

闇

を

舞

台

に

手

踊

り

す

�

母
の
香
の
残
り
し
古
き
蚊
帳
を
吊
る�

仁�

由
記�

真
知�華�公�

美
枝�

仁
美�

1 , 9 6 9  戸 �

7 , 5 3 4  人 �

3 , 7 4 2  人 �

3 , 7 9 2  人 �

（＋ 4 戸 ）�

（＋ 2 人 ）�

（－ 2 人 ）�

（＋ 4 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�



納税：介護保険料�
納税：国保保険税�
納税：村 県 民 税�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

月� 火� 水� 木� 金� 土� 日�

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

7

14

21

28

�
�
�
�
�
�
(休医)おりの整形外科�
外科クリニック(石川町)

津軽三味線教室�
(9:00クラブ)�

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)

玉川夏祭り�
(12:30スカイパーク�

たまかわ)�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

津軽三味線教室�
(9:00クラブ)�

読み聞かせ会�
(10:00文庫)�

生き生き女性セミナー�
(13:30クラブ)

津軽三味線教室�
(9:00クラブ)�

読み聞かせ会�
(10:00文庫)�

地域子ども教室�
(13:00文体)�

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)

�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

(元)健康たいそう教室�
(9:30プール)�

１歳６カ月児健診�
(13:00保セ)�

９～10カ月児健診�
(13:30保セ)

(元)健康たいそう教室�
(9:30文体)

(元)健康たいそう教室�
(9:30プール)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)�

地域子ども教室�
(13:00文体)�

和太鼓教室�
(18:30四辻分校)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)�

和太鼓教室�
(18:30四辻分校)

転倒骨折予防教室�
(10:00保セ)

転倒骨折予防教室�
(10:00保セ)�

３～４カ月児健診�
(13:30公立病院)

転倒骨折予防教室�
(10:00保セ)�

(元)ワークンググループ�
(18:30クラブ)

ＢＣＧ接種�
(12:45保セ)�

地域子ども教室�
(13:00文体)�

エアロビクス教室�
(19:00文体)

(元)健康たいそう教室�
(9:30文体)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)�

地域子ども教室�
(13:00文体)

転倒骨折予防教室�
(10:00保セ)�

こぶし学級�
(9:30就改)�

なつ椿学級�
(13:30須公)

すくすくクラブ�
(10:00保セ)�

地域子ども教室�
(13:00文体)

津軽三味線教室�
(9:00クラブ)�

読み聞かせ会�
(10:00文庫)

�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

�
�
�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

母親教室�
(13:30保セ)�

エアロビクス教室�
(19:00文体)

機能訓練�
(10:00保セ)

�(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

転倒骨折予防教室�
(10:00保セ)

��

○(休医)・休日当番医�
○(元)・・元気スポーツクラブ�
○文体・・文化体育館�
○クラブ・・文化体育館クラブハウス�
○保セ・・保健センター�
○文庫・・クックちゃん文庫�
○村グ・・村民グランド�
○就改・・就業改善センター�
○須公・・須釜公民館�

�
�
�
�
�
�
(休医)味原医院�

(玉川村)

　
７
月
５
日
に
、
す
が
ま
幼
稚
園

の
子
ど
も
達
が
福
島
空
港
で
七
夕

の
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
（
表
紙

の
写
真
）。�

　
色
と
り
ど
り
の
飾
り
や
、
「
縄

跳
び
が
い
っ
ぱ
い
と
べ
ま
す
よ
う

に
」
な
ど
と
書
か
れ
た
短
冊
を
竹

に
結
び
、
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

七
夕
飾
り
は
７
日
ま
で
空
港
に
飾

ら
れ
、
そ
の
あ
と
仙
台
の
大
崎
八

幡
宮
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。�

　
左
の
写
真
は
、
７
月
７
日
に
行

わ
れ
た
い
ず
み
ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん
ク

ラ
ブ
の
七
夕
会
。
先
生
か
ら
七
夕

の
話
を
聞
い
た
あ
と
、
七
夕
飾
り

を
バ
ッ
ク
に
、
み
ん
な
で
記
念
撮

影
で
す
。�


